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Abstract・

　Iki　clay　mine　is　situated　at　Hakozaki　in　Ashibe－machi，Iki　island．

　Rocks　of　this　area　consist　of　b3saltic　lava　flows　and　pyroclastic＄ofΩuatemary　age，which

distribute　horizontally　in　general，undulating　weakly．

　It　is　considered　that　clay　deposits，are　alteration　products　in　the　vitric　tuff　bed　and　a（ijacent

Hows。

　αay　ore　consists　mainly　of　kalloysite，kaolinite　and　cristobalite，with　resid血al　quartz，plagio－

clase　and　many　glass　fragments．

　In　this　repQrt，the　writer　describes　occurrence，and　geneきis　of　the　clay　deposits，

要　　旨

　壱岐粘土は壱岐島の北東部，芦辺町箱崎にあり，現在

製紙用クレーの原鉱として採掘されている。

　付近の地質は第四紀噴出の玄武岩熔岩および砕屑岩類

からなり，これらの岩層はわずかに波曲しながらほゴ水

平に分布している。粘土鉱床は厚さ数mないし！0数m

の層状の鉱床で，ガラス質凝灰岩層を中心とする一定の

層準に分布している。鉱石は主としてハロイサイトおよ

び結晶度の低いカオリナイトからなり，クリスートバライ

トを伴なう。また石英・斜長石など原岩の構成物質が残

存しており，黒色火山ガラスの破片を大量に含んでい

る。

　本鉱床は主としてガラス質凝灰岩が弱酸1生の熱水熔液

によって変質生成されたものと考えられ，変質作用は漸

移的に上下の玄武岩熔岩に及び，それらの一部も白土化

するに至っている。

1．緒　　言

　昭和34年6月，長崎県壱岐島所在の壱岐粘土鉱床の

調査を行なったのでその結果を報告する。

　壱岐粘土は昭和32，年五島鉱山有限会社の手によって

採掘が始められた歴史の浅い鉱床で，過去の実績はほと

んど知られていない。現在製紙用クレーの原鉱として毎

月700t内外（粗鉱）の出鉱がある。

　今回の調査には塊理調査所発行の25，000分の1地形

図を使用し，採掘場付近は別に実測によって鉱床図を作

成した。

　本調査には九州大学工学部の向山広助教授から終始懇

切な御教示を頂いた。また現地において五島鉱山壱岐鉱

業所長，平山利三郎氏をはじめ同本社の方々から多くの

御援助を受けた。深く謝意を表する。
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2．調，査地域

2．1　位置および交通
　　　　　　　　　　　　　　　ほんむらぶれ鉱床は壱岐島の北東部，芦辺町大字箱崎字本村触にあ

　　　　　　　おんる。標高！56．2mの男ケ岳の西北方約800mの地点に

位置し，芦辺港の北北西約4。5kmに当る。付近はなだ

らかな丘陵地で道路の発達もよ鵡交通はかなり便利で

ある。芦辺港または瀬戸港から三輪車で約30分を要す

る。

　2．2鉱業権・
　当鉱山の鉱業権は次のとおりである。

　，鉱区番号　長崎県採掘1197号

　『登録鉱種　耐火粘土

　鉱業権者　有限会社五島鉱山

3．地　　質

付近の地質は第四紀噴出1）の台地状玄武岩類からなっ

ている。この中で鉱床付近に分布するものは下位から

　（1）撒欄石玄武岩

　（2）　撒檀石普通輝石玄武岩一A

　（3）　ガラス質凝灰岩1

　（4）凝灰岩おタび凝灰角礫岩

　（5）　含石英玄武岩　　　　・　魯

　（6）撒櫛石普通輝石玄武岩一B

である。
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第2図壱岐粘土付近地質図

　3．1轍慣石玄武岩

調査地の南端，神社付近に分布する。この付近のもの

は風化が著しいが肉眼的に撒檀石の斑晶を多量に含む点

が特徴である。薄い赤褐色の擬灰岩層を挾んで轍檀石普

通輝石玄武岩一Aに覆われている。

3・2撤縄石普潭輝石玄武岩一A　一

調査地の中央低地に広く分布し，鉱床の下盤となって

いる熔岩であ為。塊状で比較的斑晶に乏しく・しばしば

杏仁状のガス孔に富む部分がある。新鮮なものは灰色な

いし輸灰色を呈するが鉱床付近では暗灰色ないし茶褐色

となり一部は白土化している。

　斑晶には捕獲結晶と思われる径1～2mmの斜長石を

多く含むほか，斜長石・普通輝石および少量の撤種石が

認められる。石基は斜長石の短冊状微晶の間を撒種石・

紫蘇輝石・普通輝石および磁鉄鉱が充填し，間粒組織を

なしている。

　3．3　ガラス質凝灰岩

　本岩は鉱床の母岩となり，ほとんど白土化しているた

め正確な原岩は不明である。　　　　　　　　　・

　前記緻種石普通輝石玄武岩一Aを覆い緩やかに波曲し

つ＼ほyプ定の水準に分布する。・径2～3mm前後の黒

色または半透明の火山ガラスを大量に含む点が特徴であ

るQ

　この火山ガラスが白土中に多量に残存している点から

考えて，原岩は主として，より変質されやすい細粒のガ

ラスからなっていたのではないかと考えられる。しがし

黒曜石などのガラス質熔岩であった可能性もあり，現在

のところにわかに断定し得ない。

　3．4　凝灰岩および凝灰角曝岩

　　ガラス質擬灰岩を覆い末永付近，畑津東方などに局

　部的に分布する。ガラス質凝灰岩とは漸移している部

　分が多い。

　　主として火山灰・岩津からなり、径10cm内外，の変

　質玄武岩の円礫を含むことが特徴である。礫の少ない

　部分はよく成層している。全体として変質を蒙り，局

　部的には白土化した部分もある。層厚10m以下でし

　ばしば尖滅し，連続性に乏しい。

　　3．5　含石英玄武岩

　　暗灰色塊状で石英の斑晶に富む。前記ガラス質凝灰

　岩および凝灰角礫岩を覆う厚さ5～20mの薄い熔岩

　流である。全体として変質作用を蒙っており，高下で

　は鉱床の上盤を形成し下部は白土化している。

　　斑晶はおもに斜長石・普通輝石・石英などからな

　り，これに少量の撤横石を伴なう。斜長石は径1～3

　血m，半自形ないし他形を呈し比較的曹長石成分に富

　む。一部の結晶は反応縁を有し，石英とともに捕獲結

晶と推定される。

　石基は比較的定方位に近い配列を示す斜長石微晶の間

隙を普通輝石・紫蘇輝石・少量の撤捷石・ガラスなどが

充填し填間組織をなしている。

　3．6撤撹石普潭輝石玄武岩二B
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第3図　壱岐粘土地質鉱床図

　鉱床付近では最上位に分布する。灰色または勒灰色を

呈し，下部では厚さ2’｝5cmの板状め節理がよく発達

する。また男ケ岳の中腹ではかなり厚い凝灰角礫岩を挾

んでいる。含石英玄武岩が多かれ少なかれ変質を受けて

いるのに対し，本岩は末変質であり，かつ前者を不整合

に覆っている。

　斑晶は斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および撒撹石で，

斜長石はしぽしば綿状を呈し内部に輝石類・ガラスなど

が点在する。撒種右は長径0．5mm前後のや＼細長い

ものが多い。石基は幅広い長方形の斜長石微晶の間隙を

普通輝石・斜方輝石・撒種石・ガラスなどが充填してい

る。

　以上述べた玄武岩類は最上部の轍横石普通輝石玄武岩

一Bを除けばいずれも比較的薄い熔岩流および火山砕屑

岩層で，多少の起伏はあるが全体としてはほy水平に近

い広がりを持って累重している。　1，

4。鉱　　床

　白土鉱床は現在採掘中の高下，末永両鉱床のほかに若

　　　　　　　　　　　　　　　　まがり干の探鉱および採掘を行なった畑津・永池・大曲の各鉱一

床，および露頭が発見されている南高下鉱床などがあ

る。これらの鉱床はいずれも同一層準のガラス質凝灰岩

を母岩としている。第3図および第4図に高下・末永両

採掘場付近の地質・鉱床を示す。

　高下鉱床は現在採掘の主力となっている鉱床で，切羽

の幅約100mにわたり南東に向かって露天掘で掘進し

つつある。鉱床は局部的にはや＼急な傾斜を示すことも

あるが，お＼むねSEに10～20。の緩やかな傾斜を有
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第4図、壱岐粘土立体断面図
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第1表高下・末永鉱床の地質および変質の状態

鉱 床 名

地変

質質

おの

よ状

び態

撤檀石普通輝石玄武岩一B

含　石　英　玄　武　岩

凝灰岩および凝灰角礫岩

ガラス質　凝灰岩
撒檀石普通輝石玄武岩一A

同 下

｝ ・弱変質帯

嘘．鷺

｝ ・弱変質帯

末 永

する厚さ10～15血の層状の鉱床で，上下盤に数mの厚

さの弱変質帯を伴なっている。また鉱体のほ穿中部には

黒色または半透明の火山ガラスの破片（径㌔2～5mm）

を多量に含む帯が鉱体の走向傾斜とほゴ平行に緩やかな

傾斜をなして分布しており，変質作用はこの層準の両側

に上下盤に向かって漸移的に拡がっている。

　末永鉱床は同じく水平に近い層状の鉱床であるが，原

岩の構造はNEに約20。傾斜し，高下との間で小規模

な向斜構造をなしている。採掘跡の多くは水没している

ため詳細は明らかでないが，鉱床の形態もお＼むねこの

ような地質構造に規制されているように思われる。しか

し末永採掘場では白土帯の上盤は玄武岩の円礫を含む凝

灰岩および凝灰角礫岩層からなり，その上位の含石英玄

武岩は白土化し七いない。また白土帯の上限は擬灰角礫

岩層と不規則な凹凸で接している。このような産状から

みて凝灰岩および凝灰角礫岩層は変質作用に対してcap

ro啄の役割を果したのではないかと考えられる。なお

同様な産状は大曲鉱床でも観察された。

　上記の高下・末永両鉱床の地質および変質の状態を第』

1表に比較総括する。これから見て変質作用が行なわれ

たのは撤檀石普通輝石玄武岩一Bの噴出以前であっ一たこ

どが推定される。

　岬津・永池・大曲・南高下の各鉱床はいずれも地質的　’

に同一層準にあり，かつ黒色火山ガラスの破片を多量に
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｝一弱変質帯

！一白土帯

｝一弱変質帯

含む点も全く同様である。一

5．鉱石および鉱物

　5．1　肉眼的観察

　鉱石はいずれも白色で稀に淡紅色ないし淡褐色を帯び

る部分がある。一般に塊状緻密でや＼粗粒の物質を含む

ように見えるが，きわめて微細な粘土鉱物の集合体であ

る。前述したとおりガラス質凝灰岩から変質したものに

は黒色または半透明の火山ガラスが大量に含まれてい

る。

　ガラスの径は2～3m血のものが最も多いが，O．5mm

前後のものもかなり含まれている。また凝灰岩・凝灰角

礫岩および玄武岩から変質したものには，帯緑褐色のベ

ントナイト様の粘土の小塊を含むことが多い。弱変質岩

およびその周辺にある鉱石中には原岩の構造が明瞭に残

存している。

　5．2粘土鉱物
　’鉱石に含まれている粘土鉱物を調べるために原岩別の，

鉱石および弱変質岩についてX線回折法によって実験を

行なった。試料はいずれも原土のま＼風乾，磨砕したも

のを用いた。各試料の採取位置嫉第5図に示すとおりで

ある。その結果を第2表に総括する。

　なおこの中で代表的な鉱石と・してNo．3およびNo．

7の回折線を第3表に示す。

　　　　　　　　　この結果から次のことが判明し

　　　　　　　　た。
末永旅紙場，

＼

V　　〉　V’　〉　　V

　　　1＼’＼　　　＼＼
、、立．3鯉碍．諮98隻

・　a　　一　■’

袴一研
蝶麺鞠欝麟皿欝酔睡糟
　　　　　　　第・5図　試料採取位置を示す模式図

　（／）　白土の主成分はハロイサ

イトおよび結晶度の低いカオリナ

イトでクリストバライトを伴な
う。

　（2）　下盤の弱変質帯にはバロ

イサイトは認められず，メタハロ

イサイトが存在する。

　（3）上下の弱変質帯には緑泥

石・モンモリロン石などが含まれ

ている。
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第2表　各鉱石，岩石中の粘土鉱物の含有状態

　～＿試料番号
含有鉱物　
ハロイサイト
メタノ、ロイサイト
カオリナイト　（丘reclay）

α一ク，リストバライト

緑　 泥　 石

モンモリロン石
石　　　 英

斜　 長　 石

No．1

O

O’

◎

△

△

O

：No．2

O

○

△

△

△

O
△

No．3

◎

◎

△

O

No．4

◎

◎

◎

O

No．5

△

△

△・

O
△

◎

△

No．6

◎

○

△

△

△

No．7

＠

◎’

◎

O

No．8

◎

④’

◎

△

No．9

O
O
◎

△
．

△

O

No．10

O
O
O
△

△

◎

註ヱ）　◎…最強　◎…強　○…中　△…弱

2）　各鉱物の回折線強度の判定基準面（指数はBrindley2）にょる）

ハロイサイト　　001．02，n
メタハロイサイト　　　001．02，11

カオリナイト　　001．020。盟ユ　、
α一クリストバライト　　　　4．03KX

緑泥石　001・003
モンモリロン石　　 001．

石　英3、35KX斜長石　3。10～3。25KX

・　3）　使用条件（使用器械・一Geige面ex）

　Target　　　　Cu
　Filter　　　Ni
　・VGltage　　35kV
　Current　　15mA
　Ratemeter　　4
　Multip｝ier　l
　Tiηユecon3t。　　4　　’

　Scanning　speed　2Q／nlin

　Chertspeed　，1cm／min
　走査範囲　　　　2。～70。

第3表　鉱石のX線回折線表

No．3

d　Il鉱物
No．7

d
…．・・　列h
7・42・12blh・K

　　4．44　　　　32　　h．K

4・18…181K
3．93　　　　14　 　　Pl

　　　3・58　17ih・K
3・32　10嘩・Ω、
3．27　　、　15。51　Pl

　　　　2．97615．5　Pl戸
2．546　’　12　　　h．K　・

2．492　　13　　h．K
2．342　　　13　、　h．．K

2．285　 ，　8　 　K。Ω

1．663

1．581

1．4881

5b

3

9

h．K．Ω。

Kl
lhK

9．90

7。53

7．19

4．41

4。30

4．23

4．18

4．04

3．57
－3．34

3．123

2．561

2．518

12．487

2．350

2。290

2。220

1．674

1．642

1．571

1．541

1．485

1．452

1 鉱物
8
16・
17

29

23

20

21

35

21

18

6
13

11

15

14b
8b

6
5b

5
3b

・5b
10

7

h
h
K　、

h。K

K
Ω

K
C

h．K

Ω

C
h．K

：K．Ω

h．K．C

h．主く．C

K．Ω

h．K

h．K

K
lK．C

K，Ω
h．：K

K

註1）　試料番号器械の使用条件は第2表と同じ

2）　h一。ハロイサイト

　K・1一カォリナイト（flreelay）

　C…α一クリストバライト

　Q…石　英
　P1…斜F長石

（4）　白土帯にも石英斜長石がしばじば残存してい

る。

5．3製品試験
当鉱山から採掘された原鉱はすべて五島鉱山川柵工場

に送られ，製紙用クレーとして精製される。参考資料と

して同工場から提供された試験結果を次に掃げる。なお

試験は製品について行なわれたものである・

上記の分析結果から算出したSio2：Al203の分子比

はL97～2．、03：1でほ）￥ロイサイトの理論値に近い。

1またA1203：H20の分子比は1：2～2．3であった。水簸

による歩留りは約30％とのことである。

6．成因に関する考察

上述のような粘土鉱物の分布状態と，鉱床が常に同一・

の層準に賦存すること，ガラス質凝灰岩を中心として上

下盤が漸移的に変質されていること，および撒概石普通

輝石玄武岩一Bが下部岩層を不整合に覆い，かつ全く変・

質作用を蒙っていないことなどから次のことが考えられ

る。

（1）　白土鉱床は含石英玄武岩の流出後，撒欄石普通

輝石玄武岩一Bの噴出前に形成された。

（2）　鉱床はおもにガラス質凝灰岩と弱酸匪の熱水溶

液の反応により形成された。ガラス質凝灰岩が多孔質で

あり，また最も鉱液と反応しやすかった点が鉱床の形成

に重要な役割を果したものと推定される。

（3）　その後の風化作用および地下水の作用により粘

，土化が促進された。ハロイサイトとメタハロイサイトの
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（1）水簸試験

第4表製品の水簸試験および化学分析表

　　　　　　　　　　　　　（五島鉱山川柵工場提供）

番号

1
2
3

白色度，
（拓）

88．5

88．7

88．2

粒　度　分　布　（％）

〈2μ
94．04

94．41

92．76

2ヴ3μ

3．83

3．88

4．68

3解4μ

1．06

0．85

1．28

4～5μ 5～6μ

0．43

0．43

0．43

0．64

0．43

0．85

（2）　　イ七学成分

訳
1
2
3
3〆

Sio2

45．52

45』02

44．11

44．25

A豆203

38．78

38．27

37。98

36．97

Fe203

1．32

1．31

1．58

2．31

CaO

0．21

0．16

0．39

0．62

MgO

0．52

0．18

0。30

0．43

K20
Na20

0．85

0．21

0．32

Tio

0．21

0．31

Ig．10ss

13．84

14．61

15．24

14．63

tota1

分析：11・福岡県工業試験所

　　2．　日大工学部工業化学教室

　　3，3ノ　長崎県窯業指導所（た貸し3ノは原鉱）

分布はこのことを示している。

　しかし玄武岩の円礫を含みよく成層した凝灰角礫岩層

が鉱床の上盤に分布すること，および含石英玄武岩熔岩

がきわめて薄く，1かつ著しい変質はその下盤の一部に限

られていることからみて，水底で鉱床が生成されている

時に含石英玄武岩が流出し，鉱床の形成はその後まで及

んだことも充分考えられる。

7・結　論．

上述の調査結果を要約すると次のようである。

　（1）付近の地質は第四紀の玄武岩熔岩および同質の

砕屑岩類からなり，下部から，a）緻欄石玄武岩，b）撤

種石普通輝石玄武岩一A，c）ガラス質凝灰岩，d）擬灰

岩および凝灰角礫岩，e）含石英玄武岩，f）撤種石普通一

輝石玄武岩一Bに分帯しうる。この中で凝灰岩および凝

灰角礫岩は局地的に分布しており，含石英玄武岩および

撤穐石普通輝石玄武岩一Bはそれぞれ下部岩層を非整合，

にまたは軽微な不整合に覆っている。

（2）白土鉱床はガラス質凝灰岩の変質物で変質作用

は上下盤の玄武岩類まで及び，その一部は白土化してい

る。しかFし凝灰岩および凝灰角礫岩層が分布する所では

その下側が部分的に白土化するに止まり，上盤の熔岩の

変輩は弱い。鉱床の厚さは数m～10数mで，ほ黛地層，

の延長に沿って緩傾斜の構造を有し，“定の層準に分布

する。

（3）白‡帯の主要構成鉱物はハロイサイトおよび結

晶度の低いカオリナイトでクリストバライトを伴なう。

また石英・斜長石など原岩の構成鉱物や，多量の火山ガ

101．04

99．55

100．02

99．84

ラ界の破片など未変質の物質を残している。上盤の弱変

質帯には緑泥石とモンモリロン石質粘土が，また下盤に

は緑泥石・モンモリロン石質粘土とメタハロイサイトが

認められる。

　（4）産状および粘土鉱物の分布状態ふらみて，本鉱

床は弱酸惟鉱液による熱水変質作用によって形成された

と考えられる。この場合ガラス質凝灰岩が多孔質であ

り，かつ鉱液と最も反応しやすい陸質を有することが鉱

床の生成および分布に大きな影響を与えたものと推定さ

れる。またその後の風化作用により粘土化が促進された

ことも当然考えられる。　、

　しかし変質作用が全く地下で行なわれたものか，ある

いはその一部は水底で行なわれたものかという点は明ら

かでない。

　（5）　白土鉱床はいずれもガラス質凝灰岩を中心とす

るほ・ゾー定の層準に賦存しているので，同様の地質から

なっている西方地域についてその延長を追跡し探鉱する

必要があろう。　　　　　　　（昭和34年6月調査）

　　　　　　　1交献

1）地質調査所：5，万分の1地質図幅，勝本，郷の

　　　　浦，芦辺および同説明書，松井和典調査，

　　　　1958
2〉Brindley，G。W．：XRayIdenti丘cationand　Crys－

　　　　tal　Structures　of　Clay　Min6rals，Mine－

　　　　ralogical　Society（ClayMiner註lsGroup），

　　　　London，　1951
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